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平成 23年度 日本免疫毒性学会 総会（兼評議員会） 議事録（案） 

日時：平成 23年 9月 8日（水）13:00～13:50 

場所：国立大学法人 千葉大学 けやき会館 大ホール 

 注：資料配布の記載が無いものは，スライドにて資料を投映。 

 

Ⅰ．理事長挨拶：昨年度より新しい理事会役員となりまだ２年の任期があります。日本免疫毒性学会の発展のために，ご

協力のほどお願いいたします。今年は 3月 11日の大震災，津波さらには原発事故による電力不足の問題で，第 18回

学術大会の開催についても若干の危惧があり，先行きが不透明な中でしたが，年会長の上野先生はじめスタッフの皆

様のご努力により，開催することができました。本当にありがとうございました。 

Ⅱ．報告事項 

１．事業報告（案）（資料配布）（澤田）：業務報告の要点

は３点である。①会費値上げ（平成 22 年度より）に

よって，会計は安定化してきたが，今後は学会の経費

をいかに有効に使うかも議論されなければならない。

②平成 23 年３月の米国 Society of Toxicology の

Annual Meetingが 50周年記念大会であったので，ブ

ース出展ならびに記念誌へのメッセージ掲載を実施

した。③本年度より学会賞・奨励賞を新設し，第 1回

は学会賞：吉田武美先生（昭和大学），奨励賞は中村

亮介先生（国立衛研）に決定した。本総会の後で授賞

式と受賞講演を予定している。 

２．事務局報告（大槻）： 

 ①会員動向：会員数はここ 3年ほどで微増している。【理

事会後，事務局事務員に確認し，連絡先不明会員は現

行の自動退会規定に合わせて3年間は本項目として記

載しているとのことである。】現在住所不明会員が６

名いるが，うち 3名は年度末で自動退会となる。 

 ②会費納入状況：現行では年度末で約９割が納入済みと

なり，まずまずの運営であろうかと思われるが，全納

に向けて努力を続けたい。 

 ③HP バナー状況：現在４社。財務状況が逼迫した時か

ら開始し，その後会費値上げによって，逼迫状況は改

善しているが，もう少しバナー提供社が欲しいところ

である。理事の先生方には是非バナー提供社の紹介を

お願いしたい。 

３．学術大会報告 

 ①第 17回つくば（藤巻）；会計報告を資料に供する。159

名の参加があった。盛会裏に終了したことに感謝する。

また学会本部への返納金も捻出可能であった。 

 ②第 18回千葉（上野）：シンポジウムとワークショップ

（WS）では手島先生，筒井先生にお世話になった。 

 ③第 19 回東京（柳澤）：2012 年 9 月 15-16 日に開催の

予定である。大学構内を使用するので週末開催である

がご了解いただきたい。特別講演は本学会の設立時か

らの歴史を振り返りつつ新たな方向性を示唆してい

ただくような講演と，SOT/ISSからのもの。教育講演

は，脂肪肝や疲労症候群における免疫毒性の関連を予

定している。シンポジウムは産業医研修会を兼ね，そ

の関係で１演題１時間で 3本を予定している。ならび

に試験法 WS を実施する予定である。また，第 61 回

日本産業衛生学会アレルギー免疫毒性研究会を同時

開催とする。 

４．委員会報告 

 ①学術・編集委員会（藤巻）：(i) ニュースレターの発刊

は順調に２巻を刊行した。(ii) 委員会は昨年の学術大

会初日に実施した。提案としてのアンケートの有効利

用ならびに学生セッションを学生+若手（30 歳以下）

に拡充することについては，今年度の学術大会で採用

された。(iii) アンケートは今年度も実施予定である。

なお，昨年度の意見から休憩時間を発表の間に多く設

けることについても対応していただいた。(iv) 次々年

度が 20 回という節目の年なので，記念イベント等を

設けることについて学術・編集委員会で討議し，運営

委員会で進めていくことになった。 

 ②広報委員会（大槻）：(i) 事務局報告にもあったが，

バナー提供社をもう少し募りたい。(ii) HP上のエッセ
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イ欄をもう少し充実させたいので，今後投稿を依頼す

るので，よろしくお願いする。(iii) 3月 11日の震災に

対しては，会員一同としてメッセージを HPトップサ

イトに掲載した。そのメッセージは，7 月末でエッセ

イ欄に移行している。(iv)  Mailing List は，会員と

学会が連係している程度には配信している。HP の更

新も含めて，もう少し回数を多くできればと思ってい

る。 

 ③試験法委員会（筒井）：(i) 学術大会２日目の WS「発

達期免疫毒性の評価法」のオーガナイズを行った。

(ii)WHO/IPCS の Guiidance for Immunotoxicity 

Risk Assessment for Chemicals のドラフトに対する

国内からのパブコメの収集を会員あてに実施し，委員

会に参加される手島理事のとりまとめで報告した。そ

のうち 2件は採用された。 

 ④国際化委員会（大槻）：中村委員長欠席につきブース

出展代表者大槻理事より報告。(i) SOT/ISS との交流

の経過報告。2013年第 52回 SOT (San Antonio)には，

JSIT より高野先生を派遣することとなった。(ii) 第

50回SOT記念Annual Meeting に日本免疫毒性学会

としてブース出展とともに記念誌へのメッセージを

掲載した。資料に様子を掲示している。 (iii) 中村理

事は，SOT/ISSの授賞委員会の委員長を担当されてい

る。 

５．学会賞・奨励賞（牧）：資料参考。(i) 第 1 回平成 23

年度は，４名の選考委員により厳選に選考。各賞 1名

の応募者が適格であるとして選考小委員会から藤巻

学術・編集委員長へ答申した。受諾の後，澤田理事長

による持ち回り理事会に諮り，奨励賞のタイトル変更

はあったが，選考小委員会の答申通り決定した。本総

会後に授賞式と受賞講演が実施される。 

６．その他（大槻）：これまで「慣例として」年会長が総

会の議事進行と担当していたが，できれば，明文化さ

れていた方が，対応がしやすいとの意見があり，本理

事会にて諸規定を変更。「学術大会規定」に新たに「５」

を追加し，「年会長は，学術大会において総会が開か

れる場合には，原則として総会の議事進行を行う。」

を，追加し，改定することとした。

 

Ⅱ．審議事項 

１．事業計画（案）（澤田）：(i) 今年度後期と次年度前期

（学術大会まで）を計画とする。(ii) それぞれの委員

会にて実施の予定であり，特段の新規事業はなく，継

続的事業がほとんどである。(iii) 次々期年会長には坂

部理事に内諾を得ており，理事会・総会（兼評議員会）

にて承諾を得る予定である。 

 ※事業計画（案）は，満場一致で承認された。 

２．会計 

 ①平成 22（2010）年度決算（案）（吉田）：資料に沿っ

て説明，報告された。学術大会の戻し金については，

2012年度より直接基金会計に入れることとした。 

 ②平成 22（2010）年度監査報告（小島・高橋）：２名の

監事は別々に監査を行ったが，問題なく運用されてい

る旨を報告した。 

 ③平成 23（2011）年度修正予算（吉田）：資料に沿って，

各項目について説明された。 

 ④平成 24(2012)年度暫定予算案（吉田）：資料に基づい

て各項目について説明された。 

 ※会計案件は，満場一致で承認された。 

３．人事 

 ①役員人事（澤田）：今年度は，名誉会員推挙，評議員

推薦などなく，新規役員は無し。 

【意見】HPの役員の冒頭に理事長を置くこと。 

 ②次々期年会長の紹介（澤田）：東海大学医学部基礎医

学系生体構造機能学 坂部貢理事に，第 20 回（2013

年）年会長の内諾を得ている。 

 ※満場一致で承認された。

 



日本免疫毒性学会

平成23年度総会兼評議員会

平成23年9月8日13:00～13:50

国立大学法人千葉大学けやき会館
1階大ホール

終了後，第1回日本免疫毒性学会「学会賞」，「奨励賞」

授賞式ならびに受賞講演が設けられております。

Ⅰ 理事長挨拶
Ⅱ 報告事項事業報告
１ 事業報告（案）
２ 事務局報告
① 会員動向
② 会費納入状況
③ HPバナー状況

３ 学術大会報告
① 第17回：つくば
② 第18回：千葉
③ 第19回：東京

４ 委員会報告
① 学術･編集委員会
② 広報委員会
③ 試験法委員会
④ 国際化委員会

５ 学会賞・奨励賞
６ その他

Ⅲ 審議事項
１ 事業計画（案）
２ 会計
① 平成22（2010）年度決算（案）
② 平成22（2010）年度監査報告
③ 平成23（2011）年度修正予算（案）
④ 平成24（2012）年度暫定予算（案）

３ 人事
① 学会役職：名誉会員，理事，評議員
② 次々期年会長

４ その他
Ⅳ 次期会長 挨拶
Ⅴ 次々期会長 挨拶

平成22年度日本免疫毒性学会事業報告（案）
平成23年9月8日

１．はじめに
日本免疫毒性学会は、その前身である免疫毒性研究会の期間を含め、発足以来17年が

経ました。その間、免疫学と毒性学に係わる異分野の方々の情報収集と意見交換の場とし
て、小規模ではありますが、きわめて学際的な学会として機能して参りました。平成22年度に

おいても、本学会の特色を保ちつつ、新しく発展しつつある研究動向もとりいれ、会員にとっ
てメリットのある学会にすべく、従来からの国内活動はもとより、米国トキシコロジー学会免
疫毒性分科会（SOT‐ISS）との交流等、国際的な活動の強化にも努めて参りました。また、本

年度も、学会の活性化や運営基盤の強化のために活動を行いました。更に、会員の皆様の
ご理解のもと、平成22年度から学会費の値上げを行うことができましたことを感謝いたします。

２．平成22年度（平成22年4月1日から平成23年3月31日まで）の事業報告
1)平成22年度理事会及び総会･評議員会の開催
理事会：平成22年9月8日、つくば市
総会･評議員会：平成22年9月9日、つくば市（詳細は、http://www.immunotox.org/member
/gijiroku20100909.pdfをご参照ください。）

2)第17回日本免疫毒性学会学術大会の開催
第17回学術大会を、平成22年9月9日～10日、独立行政法人国立環境研究所大山記念ホー
ル（つくば市）にて、「感受性を考慮した免疫毒性研究の新展開―環境・遺伝・時間要因」の

テーマの下に開催いたしました（年会長：藤巻秀和（国立環境研））。（プログラム等の詳細は、
http://www.immunotox.org/index.htmlの「学術大会」のページで、第17回学術大会をご参照
ください。）

3)第18回日本免疫毒性学会学術大会の開催準備
第18回学術大会（平成23年9月8日～9日、千葉市、年会長：上野光一（千葉大学大学院

薬学研究院））の開催に向けて、準備を行いました。

4) ImmunoTox Letterの発行
下記の2号の刊行を行いました。
15巻第1号（通巻29号、平成22年7月号）、和文版11頁、英文版2頁

15巻第2号（通巻30号、平成22年12月号）、和文版12頁、英文版7頁

３．平成22年度の事務局及び委員会の活動
以下の活動を行いました。

1)事務局
（総務担当：大槻理事）

・会員の異動、会員数（名誉･一般･学生･賛助各会員及び休会員）の推移と会費納入状況の
把握、自動退会（会費未納退会）等に関する事務、
・名簿作成
（会計担当：吉田理事）

・一般会計及び基金会計に関する事務
・予算書・決算書の作成

2)運営委員会
3回（平成21年4月14日、平成21年7月8日、平成21年12月20日）の会合を東京にて開催し、

会務及び学術大会開催準備等の運営が円滑に行われるよう連絡を密にし、学会運営上の
諸問題の対処方針を議論しました。

3)学術･編集委員会（委員長：藤巻理事）
ImmunoTox Letter の刊行を上記のように年2回行い、学会ホームページに掲載し，メーリン
グリストにてその旨連絡しました。通巻24号より行われている英語版の追加も継続しました。
本学会の学術的な充実を図るため、第12回学術大会より実施されているアンケート調査の

内容の強化を試み、提出されたご意見の紹介及びそれに対する運営委員会の回答も
ImmunoTox Letterに掲載しました。
また、学会賞等選考小委員会委員長（下記参照）の指名を行い、選考を依頼しました。

4)広報委員会（委員長：大槻理事）

学会ホームページの定期的な更新を行い、学術大会等に関する情報を追加しました。また、
英語サイトの充実にも努めました。バナー広告企業を新たに増やすための検討を行い、各
理事には積極的に勧誘を行ってもらうようにしました（平成23年3月で、4社）。

5)試験法委員会（委員長：筒井理事）
本学会主導の試験法標準化作業の一環として、KLHを免疫原として用いるラットのT細胞依
存性抗体産生試験のプロトコールに基づく共同研究を継続し、第17回学術大会のワーク
ショップで報告しました。
また、WHO/IPCSが編集している”Guidance for Immunotoxicity Risk Assessment for
Chemicals”のドラフトへの国内からのコメントをとりまとめて、伝達しました。

6)国際化委員会（委員長：中村理事）
SOT‐ISSメンバー（Dr. Gary R. Burleson）の学術大会シンポジウムへの参加は、SOT‐ISS（旅費）
及び第17回学術大会（滞在費）からの補助によって行われました。また、中村理事は、本年
度、米国Society of Toxicology (SOT)‐Immunotoxicology Specialty Section (ISS)のCouncilorを務
めました。
2011年3月に開催されたSOTは50周年記念に当たり、本学会からは、ブース展示及び記念出
版本へのメッセージの掲載を行いました。また、吉田理事は、Dr. Kimberとともに企画した呼
吸器感作性に関するワークショップの座長を務めるとともに、発表も行いました。

7)学会賞･奨励賞の学会賞等選考小委員会（委員長：牧理事）
平成23年度の応募受付を、平成23年1月1日（開始）～平成23年2月28日（締切）の期間に

行い、応募書類に基づき、授賞者の選考を行い、その結果、学会賞には吉田武美先生（昭
和大学薬学部）、奨励賞には中村亮介先生（国立衛研）を選定しました。

４．平成22年度会計報告
1)通常会計

別紙のとおり

2)基金会計

別紙のとおり（個人的な寄付、学術大会返納金等は通常会計から分離して基金会計とし
て管理しています。）

２ 事務局報告 ① 会員動向 ② 会費納入状況



２ 事務局報告 ③ HPバナー状況
３ 学術大会報告 ① 第17回：つくば

② 第18回：千葉

③ 第19回：東京 ４ 委員会報告

① 学術･編集委員会

1）ImmunoToxLetter
発刊



2）学術大会アンケート実施

↓

今年度も実施しています。
ご協力をお願いします。

４ 委員会報告

② 広報委員会

１）バナー広告：現在４件，もう少
し増やしたいので，ご協力をお願
いしたい。

２）エッセイ欄：もう少し充実させた
い。

３）Mailing Listの活用：時々に配

信している。さらなる活用を検討し
たい。

４ 委員会報告 ③ 試験法委員会
WHO/IPCSのガイダンスにコメント

４ 委員会報告 ④ 国際化委員会
１）SOT/ISS （Society of Toxicology/Immunotoxicology Specialty Section）
との交流

2）2011年3月：SOT50周年記念大

会に祝福の意味を込めてブース
出展（ポスター会場にて展示）

配布物品
① JSITロゴ入りボールペン
② JSITロゴ入り手裏剣型強力バクネット

③ 自作JSIT主題歌CD：ドネーションを若干頂
戴する。



川崎医衛生学：熊谷先生がHESI 
(Health and Environmental Science 
Institute )Immunotoxicology Young 
Investigator Travel Award受賞

５ 学会賞・奨励賞

諸規定 改定

旧

［学術⼤会規定】
1. 学術⼤会を、１年に１回以上開催する。
2. 学術⼤会の会計は特別会計とし、通常

会計と独⽴させ、理事会において決算
報告の承認を得る。

3. 学術⼤会の参加費は、年会⻑が提案し、
運営委員会により承認される。

4. 学術⼤会における⼀般演題の発表者は、
会員に限る。

新

［学術⼤会規定】
1. 学術⼤会を、１年に１回以上開催する。
2. 学術⼤会の会計は特別会計とし、通常

会計と独⽴させ、理事会において決算
報告の承認を得る。

3. 学術⼤会の参加費は、年会⻑が提案し、
運営委員会により承認される。

4. 学術⼤会における⼀般演題の発表者は、
会員に限る。

5. 年会⻑は，学術総会と同時に総会が設
けられた場合には，総会の議事進⾏を
実施する。

日本免疫毒性学会事業計画（平成23年度後期・平成24年度前期）（案）
平成23年9月8日
１． はじめに
日本免疫毒性学会は、その前身である免疫毒性研究会の期間を含め、発足以来17年が

経ちました。その間、免疫学と毒性学に係わる異分野の方々の情報収集と意見交換の場と
して、小規模ではありますが、きわめて学際的な学会として機能して参りました。今後とも、
本学会の特色を保ちつつ、新しく発展しつつある研究動向も積極的にとりいれて、会員に
とってメリットのある学会として存続することが求められています。そのためには、学会の運
営基盤の強化のために国内の学術活動のより一層の充実を図る必要があると考えます。ま
た、本学会の国際化のため、引き続き米国トキシコロジー学会免疫毒性分科会（SOT‐ISS）等
との交流も深めて行きたいと思います。

本学会の事業計画は、例年、秋期の総会による承認を受けて始まることから、本事業計画
は、概ね平成23年度の総会当日から平成24年度の総会前日に亘る期間（平成23年度後期
及び平成24年度前期）を対象としています。なお、事業報告と会計上の予算は、通常の年度
（4月から翌年3月）の期間で行っています。また、補充役員等の通常任期に関しましては、10
月1日から活動開始とすることにいたします。

２．事業計画（平成23年9月9日から平成24年度総会前日まで）
1)平成23年度理事会、総会･評議員会の開催
理事会：平成23年9月7日、千葉市
総会･評議員会：平成23年9月8日、千葉市

2)第18回日本免疫毒性学会学術大会の開催
第18回学術大会を、平成23年9月8日～9日、千葉市にて開催しました。（年会長：上野光一
（千葉大学・院・薬））。

3)第19回日本免疫毒性学会学術大会の開催準備
19回学術大会（平成24年秋、東京都、年会長：柳澤裕之（慈恵医大））の円滑な運営のため
の準備を行います。

4)学会役員などの改選
必要に応じて、平成24年度後期（10月1日付け）以降の評議員及び理事の補充を行い、総会
で承認を受けます。

5)平成24年度理事会の開催
平成24年秋、東京都（予定）

6) ImmunoTox Letterの発行
既に16巻第1号（通巻31号、平成23年6月号）は既刊となっておりますが、さらに下記の2

号の刊行を予定しています。
16巻第2号（通巻32号、平成23年12月号）
17巻第1号（通巻33号、平成24年6月号）

7)学会賞及び奨励賞の選考
平成24年度学会賞及び奨励賞の応募を行い、学会賞等選考小委員会において授賞者

の選考を行います。

8) 第20回日本免疫毒性学会学術大会の開催地の決定
第20回日本免疫毒性学会学術大会（平成25年秋）の年会長（予定：坂部貢（北里大学））

及び開催地（予定:東京）に関して総会の了承を得ます。

３．事務局及び委員会の活動
以下の活動を予定しています。

1) 事務局
（総務）

・会員の異動、会員（名誉･一般･学生･賛助各会員＋休会員）数の推移と会費納入状況の把
握、自動退会（会費未納退会を整理）等の事務
・名簿作成
（会計）

・一般会計及び基金会計に関する事務
・決算書及び予算書の作成

2) 運営委員会
平成23年度前期に既に2回（平成23年4月13日、平成23年7月26日）開催していますが、さ

らに数回の会合を開催し、会務、学術大会等に関して運営が円滑に行われるよう、連絡を密
にするように努めます。

3) 学術･編集委員会
上述のImmunoTox Letter の編集･発行を年2回行い、学会ホームページに掲載し，電子メー
ルにて周知を図ることを予定しています。英語版の追加も継続して行います。

また、学会賞及び奨励賞の選考のため、学会賞等選考小委員会委員長を指名し、授賞候補
者の選考を依頼します。

4)  広報委員会

継続して、学会ホームページの定期的な更新を行い、英語サイトの充実に努めます。バナー
広告企業を新たに増やすため、積極的な勧誘を行います。

5) 試験法委員会：

本学会内での免疫毒性試験法に関する議論を深める目的で、学術大会ワークショップの
テーマとして、試験法を中心に企画します。第18回学術大会では、発達期の免疫毒性評価
法に関するディスカッションを予定しています。

6) 国際化委員会
米国トキシコロジー学会の免疫毒性セクション（SOT‐ISS）との交流に関して、今後とも積極

的に取り組んでいく予定です。

４．予算
1) 平成23年度通常会計補正予算（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

別紙のとおり
2) 平成24年度暫定予算（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

別紙のとおり
3) 基金会計

別紙のとおり。継続して、学術大会返納金や個人的な寄付等を、通常会計から分離して
別途会計として管理し、昨年度新しく設けられた学会賞等の副賞に充当すると共に、通常会
計では対応不可能な、しかし予算措置を必要とする案件に備えます。
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収　入 (単位円)
科　　目 暫定予算 修正予算 備　　考
前年度（２０１０年度）繰越金 760,494 879,924
Ｈ２３年度(２０１１年度）会費 1,912,000 1,820,000 内訳(一般会員会費納入義務者数238名（一般224名，

8,000円，学生14名，2，000円）、2011年９月1日現在)
ホームページ・バナー広告 300,000 240,000 2010年実績：240,000円
SOT-ISS学会負担金 80,745 $965.80
雑収入 1,000 1,000 銀行預金利子2010年度実績　283円
収入合計 2,973,494 3,021,669

支　出
科　　目 暫定予算 修正予算 備　　考
第1８回学術大会（東京）運営費 600,000 600,000 慈恵医科大学
第５１回SOT年会派遣助成 100,000 100,000 2012年3月　サンフランシスコ（手島）
会議費 300,000 200,000 会議費（委員交通費、2010年度実績 166,960円）
通信費 100,000 100,000 切手・葉書、宅配便、電話（2009年実績78,596円）
News Letter 製作費 150,000 150,000 ２号分（2010年実績142,800円）
事務費 250,000 250,000 文具、振込料金、事務局旅費、アルバイト代等
ホームページ維持費 300,000 300,000 2009年実績 245,070円
基金会計へ振替 394,959 第17回学術大会戻し金（つくば）
予備費 1,173,494 926,710 次年度（2012年度）への繰越見込み
支出合計 2,973,494 3,021,669

基金会計

収　入
科　　目 予算 修正予算 備　　考
前年度（2010年度）繰越金 918,341 918,341 内）　普通預金：17,541円　　定期預金：900,800円
通常会計より振替 394,959 第17回学術大会戻し金
雑収入 200 200 銀行預金利息　利息は満期日（9月19日）
収入合計 918,541 1,313,500

支　出
科　　目 予算 補正予算 備　　考
学会賞、奨励賞　副賞 110,000 80,000 学会賞：５万円、奨励賞：３万円
予備費 808,541 1,233,500 次年度（2012年度）への繰越見込み
支出合計 918,541 1,313,500
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収　入 (単位円)
科　　目 暫定予算 備　　考
前年度（2011年度）繰越金見込み 926,710
Ｈ24年度(2012年度）会費 1,820,000 内訳(一般会員会費納入義務者数238名（一般224名，

8,000円，学生14名，2，000円）、2011年９月1日現在)
ホームページ・バナー広告 240,000 2010年実績：240,000円
雑収入 300 銀行預金利子2010年度実績　283円
収入合計 2,987,010

支　出
科　　目 暫定予算 備　　考
第20回学術大会（東京）運営費 600,000
第52回SOT年会派遣助成 100,000 2013年3月（サンアントニオ）テーマ採用の場合(高野)
会議費 200,000 会議費（委員交通費、2010年度実績 166,960円
通信費 100,000 切手・葉書、宅配便、電話（2010年実績 77,134円）
News Letter 制作費 150,000 ２号分（2010年実績142,800円）
事務費 250,000 文具、振込料金、事務局旅費、アルバイト代等
ホームページ維持費 300,000 2010年実績 251,422円
予備費 1,287,010 次年度（2013年度）への繰越見込み
支出合計 2,987,010

基金会計

収　入
科　　目 予算 備　　考
前年度（2011年度）繰越金見込み 1,233,500
雑収入 200
収入合計 1,233,700

支　出
科　　目 予算 備　　考
学会賞・奨励賞　副賞 110,000 学会賞（5万円、１名以内）、奨励賞（3万円、2名以内）

予備費 1,123,700 次年度（2013年度）への繰越見込み

支出合計 1,233,700

日本免疫毒性学会　平成２４年度（２０１２年度）　暫定予算案



３ 人事

① 学会役職：名誉会員，理事，評議員

今年度は新たな推薦は無。

現在の理事・評議員の任期：2010.10.1.～2013.9.30.

② 次々期年会長

坂部貢 理事

東海大学医学部基礎医学系生体構造機能学


